

































































































この問題について単行本ではThe Case Against Standardized Testing: Raising the Scores, Ruining 
the Schools（Heinemann, 2000）が主題的に扱っている。この本はThe Schools Our Children Deserve: 




1）“Confusing Harder with Better” Education Week  September 15, 1999年
2）“Why Students Lose When ‘Tougher Standards’ Win” （interview） Educational Leadership
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4）“Sell Schools Not Test Scores” Realtor Magazine January, 2000年
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5）“Standardized Testing and Its Victims” Education Week September 27, 2000年
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ている。前者については、The Trouble with Rubrics （English Journal March 2006年 vol. 95, no. 4）、
後者についてはThe Case Against Grades （Educational Leadership November 2011年 5）が各々代表
的なものである。
ただ後者のタイトルからも分かるように、Kohnの批判は標準テストやその他の個別の評価方法を
超えて、評価（grading）6 自体へと向かっているのである。個別論文としては例えばGrading: The 
Issue Is Not How but Why （Educational Leadership October 1994年）、From Degrading to De-
Grading （High School Magazine  March 1999年）などがあるが、この評価批判は、Kohnの二冊目の
単行本であり、彼の主著の一つであるPunished by Rewards :The Trouble with Gold Stars, Incentive 













アメリカで代表的なものはNAEP（National Assessment of Educational Progress　全米学力調査） 
である。1969 年から実施されており、 この結果は「The Nation’s Report Card（国家の成績通知
表）」と呼ばれ、教育政策立案の重要な情報源となっている。8 あり、また大学進学の際の標準テスト
としてはSAT9と ACT10が代表的である。また2006年から各州共通基礎スタンダード（Common Core 
State Standards）が導入され、小学校から高校までの教育水準の向上・統一が図られた。これによ
る共通テストも実施されている。1980年代以降、アメリカの公教育の「危機」が叫ばれ、NCLB（No 







の側面から「（より厳しい）標準化 Tougher Standards」「説明責任 Accoutability」を批判するもの













































































































































































Kohnは著作の中で「doing to sb（一方的に行う）」のではなく「working with sb（ともに行う）」
ことの重要性を繰り返し説いている。彼にとっては評価も「doing to」の一つなのである。教師や親
がするべきことは、assessmentや gradingではなく、学習のためのfeedbackである。
例えばブログ記事 “Progressive Labels for Regressive Practices: How Key Terms in Education 
Have Been Co-opted”（2015年 1 月）27 の中で以下のように述べている。
「形成的評価formative assessmentの目的が、生徒が次のテストでどれだけよくできるかを見るも
のになってしまい、生徒が自分の関心のある問題について深く考えることを促すようなフィードバッ
クを与えるものになっていない。」（なおブログ記事 ”Why the Best Teachers Don’t Give Tests” 
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